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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仮想マシン名を表示するための方法であって、前記方法は、ネットワーク機能仮想化（
NFV）システムにおける仮想マシン名管理装置に適用され、前記NFVシステムは、仮想マシ
ン管理デバイスと仮想マシン作成デバイスとをさらに備え、前記仮想マシン名管理装置に
は、前記各仮想マシン管理デバイスおよび前記仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マ
シン命名規則が設定され、前記方法は、
　前記仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセージを前記仮想マ
シン名管理装置が受信するステップと、
　前記仮想マシン名管理装置が、前記仮想マシン名要求メッセージおよび前記各仮想マシ
ン命名規則に従って、前記仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と前記各仮想マシン
管理デバイスに対応するエイリアスとを生成するステップと、
　前記仮想マシン名管理装置が、前記各仮想マシン管理デバイスに対応する前記エイリア
スを前記各仮想マシン管理デバイスに送信し、また前記仮想マシン名要求メッセージを送
信する前記仮想マシン管理デバイスに前記正式名を送信するステップであって、前記仮想
マシン作成デバイスは、前記仮想マシン作成デバイスから送信された仮想マシン作成指示
を受信すると、前記正式名を用いて仮想マシンを作成し、作成した前記仮想マシンに前記
正式名を設定し、前記エイリアスを用いて前記エイリアスに対応する前記各仮想マシン管
理デバイス上に表示することにより、前記各仮想マシン管理デバイスは、作成された前記
仮想マシンを、前記エイリアスを用いて制御する、ステップと
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　を備える、方法。
【請求項２】
　前記仮想マシン管理デバイスから送信された名称クエリ要求を受信するステップであっ
て、前記名称クエリ要求は、操作対象仮想マシンのエイリアスを有する、ステップと、
　前記操作対象仮想マシンの前記エイリアスに従って、前記エイリアスに対応する前記操
作対象仮想マシンの正式名を発見するステップと、
　前記操作対象仮想マシンの前記正式名を、前記名称クエリ要求を送信する前記仮想マシ
ン管理デバイスに送信することにより、前記名称クエリ要求を送信する前記仮想マシン管
理デバイスは、前記操作対象仮想マシンの前記正式名に従って、前記操作対象仮想マシン
上の対応する操作を行う、ステップと
　をさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　操作が前記操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、前記方法は、
　前記仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名削除指示を受信するステップ
であって、前記仮想マシン名削除指示が削除対象仮想マシンのエイリアスを有する、ステ
ップと、
　前記削除対象仮想マシンの前記エイリアスに従って、前記削除対象仮想マシンの全ての
前記エイリアスおよび前記正式名を削除するステップと
　をさらに備える、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　仮想マシン名を表示するための方法であって、前記方法は、ネットワーク機能仮想化（
NFV）システムにおける仮想マシン管理デバイスに適用され、前記NFVシステムは、仮想マ
シン名管理装置と仮想マシン作成デバイスとをさらに備え、前記仮想マシン名管理装置に
は、前記各仮想マシン管理デバイスおよび前記仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マ
シン命名規則が設定され、前記方法は、
　前記仮想マシン管理デバイスが前記仮想マシン名管理装置に名称要求メッセージを送信
するステップであって、前記仮想マシン名管理装置は前記名称要求メッセージを用いて、
前記各仮想マシン命名規則に従って、前記仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と前
記各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスとを生成する、ステップであって、前
記エイリアスは前記仮想マシン名管理装置によって前記エイリアスに対応する前記仮想マ
シン管理デバイスに送信され、また前記エイリアスに対応する前記仮想マシン管理デバイ
スに表示される、ステップと、
　前記仮想マシン名管理装置から送信される前記仮想マシン管理デバイスの前記正式名お
よび前記エイリアスを受信するステップと、
　前記仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示を送信するステップであって、前記
仮想マシン作成指示は前記正式名を有することにより、前記仮想マシン作成デバイスは仮
想マシンを作成し、作成した前記仮想マシンに前記正式名を設定する、ステップと、
　前記仮想マシン管理デバイスの前記エイリアスを表示するステップと
　を備える、方法。
【請求項５】
　操作対象仮想マシンに対する操作指示を受信するステップと、
　前記仮想マシン名管理装置に名称クエリ要求を送信するステップであって、前記名称ク
エリ要求は前記操作対象仮想マシンのエイリアスを有するステップであって、前記仮想マ
シン名管理装置は、前記操作対象仮想マシンの前記エイリアスを用いて、前記操作対象仮
想マシンの正式名を発見する、ステップと、
　前記操作対象仮想マシンの前記正式名を受信し、前記操作対象仮想マシンの前記正式名
に従って、前記操作対象仮想マシン上の対応する操作を行うステップと
　をさらに備える、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　操作が前記操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、前記方法は、
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　前記仮想マシン名管理装置に仮想マシン名削除指示を送信するステップであって、前記
仮想マシン名削除指示は削除対象仮想マシンの前記エイリアスを有することにより、前記
仮想マシン名管理装置は、前記削除対象仮想マシンの前記エイリアスに従って、前記削除
対象仮想マシンの全ての前記エイリアスおよび前記正式名を削除する、ステップと
　をさらに備える、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　仮想マシン名管理装置であって、前記仮想マシン名管理装置は、ネットワーク機能仮想
化（NFV）システムに適用され、前記NFVシステムは、仮想マシン管理デバイスと仮想マシ
ン作成デバイスとをさらに備え、前記仮想マシン名管理装置には、前記各仮想マシン管理
デバイスおよび前記仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設定され、
前記装置は、
　前記仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセージを受信するよ
うに構成された受信ユニットと、
　前記受信ユニットが受信した前記仮想マシン名要求メッセージおよび前記各仮想マシン
命名規則に従って、前記仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と、前記各仮想マシン
管理デバイスに対応するエイリアスとを生成するように構成された生成ユニットと、
　前記生成ユニットによって生成され、かつ前記各仮想マシン管理デバイスに対応する前
記エイリアスを前記各仮想マシン管理デバイスに送信し、また前記仮想マシン名要求メッ
セージを送信する前記仮想マシン管理デバイスに前記正式名を送信するように構成された
送信ユニットであって、前記仮想マシン作成デバイスは、前記仮想マシン作成デバイスか
ら送信された仮想マシン作成指示を受信すると、前記正式名を用いて仮想マシンを作成し
、作成した前記仮想マシンに前記正式名を設定し、前記エイリアスを用いて前記エイリア
スに対応する前記各仮想マシン管理デバイス上に表示することにより、前記各仮想マシン
管理デバイスは、作成された前記仮想マシンを、前記エイリアスを用いて制御する、送信
ユニットと
　を備える、装置。
【請求項８】
　発見ユニットをさらに備え、
　前記受信ユニットは、前記仮想マシン管理デバイスから送信された名称クエリ要求を受
信するようにさらに構成され、前記名称クエリ要求は、操作対象仮想マシンのエイリアス
を有し、
　前記発見ユニットは、前記受信ユニットが受信した前記操作対象仮想マシンの前記エイ
リアスに従って、前記エイリアスに対応する前記操作対象仮想マシンの正式名を発見する
ように構成され、
　送信ユニットは、前記発見ユニットが発見する前記操作対象仮想マシンの前記正式名を
、前記名称クエリ要求を送信する前記仮想マシン管理デバイスに送信するようにさらに構
成されていることにより、前記名称クエリ要求を送信する前記仮想マシン管理デバイスは
、前記操作対象仮想マシンの前記正式名に従って、前記操作対象仮想マシン上の対応する
操作を行う、
　請求項7に記載の装置。
【請求項９】
　削除ユニットをさらに備え、
　前記受信ユニットは、操作が前記操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、前記
仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名削除指示を受信するようにさらに構
成され、前記仮想マシン名削除指示は削除対象仮想マシンの前記エイリアスを有し、
　前記削除ユニットは、前記受信ユニットが受信する削除対象仮想マシンの前記エイリア
スに従って、前記削除対象仮想マシンの全ての前記エイリアスおよび前記正式名を削除す
るように構成されている、
　請求項8に記載の装置。
【請求項１０】
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　仮想マシン管理デバイスであって、前記仮想マシン管理デバイスは、ネットワーク機能
仮想化（NFV）システムに適用され、前記NFVシステムは、仮想マシン名管理装置と仮想マ
シン作成デバイスとをさらに備え、前記仮想マシン名管理装置には、前記各仮想マシン管
理デバイスおよび前記仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設定され
、前記仮想マシン管理デバイスは、
　前記仮想マシン名管理装置に名称要求メッセージを送信するように構成された送信ユニ
ットであって、前記仮想マシン名管理装置は、前記名称要求メッセージを用いて、前記各
仮想マシン命名規則に従って、前記仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と前記各仮
想マシン管理デバイスに対応するエイリアスとを生成し、前記エイリアスは、前記仮想マ
シン名管理装置によって前記エイリアスに対応する前記仮想マシン管理デバイスに送信さ
れ、前記エイリアスに対応する前記仮想マシン管理デバイスに表示される、送信ユニット
と、
　前記仮想マシン名管理装置から送信される前記仮想マシン管理デバイスの前記正式名お
よび前記エイリアスを取得するように構成された受信ユニットと、
　前記仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示を送信するようにさらに構成された
前記送信ユニットであって、前記仮想マシン作成指示は前記受信ユニットが受信した前記
正式名を有することにより、前記仮想マシン作成デバイスは仮想マシンを作成し、作成し
た前記仮想マシンに前記正式名を設定する、送信ユニットと、
　前記受信ユニットによって取得される前記仮想マシン管理デバイスの前記エイリアスを
表示するように構成された表示ユニットと
　を備える、デバイス。
【請求項１１】
　処理ユニットをさらに備え、
　前記受信ユニットは、操作対象仮想マシンに対する操作指示を取得するようにさらに構
成され、
　前記送信ユニットは、前記仮想マシン名管理装置に名称クエリ要求を送信するようにさ
らに構成され、前記名称クエリ要求は前記操作対象仮想マシンのエイリアスを有し、前記
仮想マシン名管理装置は、前記操作対象仮想マシンの前記エイリアスを用いて、前記操作
対象仮想マシンの正式名を発見し、
　前記受信ユニットは、前記操作対象仮想マシンの前記正式名を受信するようにさらに構
成され、
　前記処理ユニットは、前記受信ユニットによって受信される前記操作対象仮想マシンの
前記正式名に従って、前記操作対象仮想マシン上の対応する操作を行うように構成される
、
　請求項10に記載の仮想マシン管理デバイス。
【請求項１２】
　前記送信ユニットは、操作が前記操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、前記
仮想マシン名管理装置に仮想マシン名削除指示を送信するようにさらに構成され、前記仮
想マシン名削除指示は削除対象仮想マシンの前記エイリアスを有することにより、前記仮
想マシン名管理装置は、前記削除対象仮想マシンの前記エイリアスに従って、前記削除対
象仮想マシンの全ての前記エイリアスおよび前記正式名を削除する、
　請求項11に記載の仮想マシン管理デバイス。
【請求項１３】
　ネットワーク機能仮想化（NFV）システムであって、仮想マシン名管理装置と、仮想マ
シン管理デバイスと、仮想マシン作成デバイスとを備え、前記仮想マシン名管理装置には
、前記各仮想マシン管理デバイスおよび前記仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシ
ン命名規則が設定され、
　前記仮想マシン名管理装置は、前記仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン
名要求メッセージを受信し、前記仮想マシン名要求メッセージおよび前記各仮想マシン命
名規則に従って、前記仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と、前記各仮想マシン管
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理デバイスに対応するエイリアスとを生成し、前記各仮想マシン管理デバイスに対応する
前記エイリアスを前記各仮想マシン管理デバイスに送信し、また、前記仮想マシン名要求
メッセージを送信する前記仮想マシン管理デバイスに前記正式名を送信するように構成さ
れ、前記仮想マシン作成デバイスは、前記仮想マシン作成デバイスから送信された仮想マ
シン作成指示を受信すると、前記正式名を用いて仮想マシンを作成し、また作成した前記
仮想マシンに前記正式名を設定し、前記エイリアスを用いて前記エイリアスに対応する前
記各仮想マシン管理デバイス上に表示することにより、前記各仮想マシン管理デバイスは
、作成された前記仮想マシンを、前記エイリアスを用いて制御し、
　前記仮想マシン管理デバイスは、前記仮想マシン名管理装置から送信された前記仮想マ
シン管理デバイスの前記正式名および前記エイリアスを受信し、前記仮想マシン作成デバ
イスに仮想マシン作成指示を送信し、前記仮想マシン作成指示は前記正式名を有すること
により、前記仮想マシン作成デバイスは仮想マシンを作成し、作成した前記仮想マシンに
対して前記正式名を設定し、また前記仮想マシン管理デバイスの前記エイリアスを表示す
るように構成されている、
　システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、2014年11月18日に中国特許庁に提出された、「仮想マシン名を表示するため
の方法、装置およびシステム」と題された中国特許出願第201410658440．6号に対する優
先権を主張し、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、コンピュータ技術の分野に関し、特に、仮想マシン名を表示するための方法
、装置、およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　通信アプリケーションがクラウド化された後、アプリケーションは1つ以上の仮想マシ
ンに展開される。ネットワーク機能仮想化（Network Function Virtualization、NFV）規
格によれば、要素管理システム（Element Management System、EMS）、仮想ネットワーク
機能（Virtualized Network Function、VNF）システム、仮想ネットワーク機能管理（Vir
tualized Network Function Management、VNFM）システム、仮想インフラストラクチャ管
理（Virtualized Infrastructure Management、VIM）システム、およびスケジューリング
システムOrchestratorなど、複数のシステムに仮想マシン名を表示する必要がある。
【０００４】
　先行技術では、各システム内の仮想マシンの名称は、VIMによって割り当てられるグロ
ーバルに一意な名称であるか、または仮想マシンが作成される際にユーザによって手動で
作成され、その一意性がユーザによって確認されている名称のいずれかである。保守担当
者は、異なるシステムの仮想マシン名を異なるように理解するため、各システムの同一の
仮想マシンに1つの名称が表示されていると、各システムの保守担当者の作業に大きな問
題が生じる。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の実施形態は、仮想マシン名表示方法を提供し、ネットワーク機能仮想化NFVシ
ステムの各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マシンに対して異なる名称を表示する
ことができるため、各仮想マシン管理デバイスの保守担当者の要件を満たす。本発明の実
施形態は、対応する装置およびシステムをさらに提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第1の態様は、仮想マシン名表示方法を提供し、方法は、ネットワーク機能仮
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想化NFVシステムにおける仮想マシン名管理装置に適用され、NFVシステムは、仮想マシン
管理デバイスと仮想マシン作成デバイスとをさらに含み、仮想マシン名管理装置には、各
仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が
設定され、方法は、
　仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセージを仮想マシン名管
理装置が受信するステップと、
　仮想マシン名管理装置が、仮想マシン名要求メッセージおよび各命名規則に従って、仮
想マシン作成デバイスに対応する正式名と、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリ
アスとを生成するステップと、
　仮想マシン名管理装置が、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスを仮想マシ
ン管理デバイスに送信し、また仮想マシン名要求メッセージを送信する仮想マシン管理デ
バイスに正式名を送信するステップであって、仮想マシン作成デバイスは、仮想マシン作
成デバイスから送信された仮想マシン作成指示を受信すると、正式名を用いて仮想マシン
を作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定し、エイリアスを用いてエイリアスに対応
する各仮想マシン管理デバイス上に表示するため、各仮想マシン管理デバイスは、作成さ
れた仮想マシンをエイリアスに従って制御する、ステップと
　を含む。
【０００７】
　第1の態様を参照すると、第1の可能な実施方法において、方法は、
　仮想マシン管理デバイスから送信された名称クエリ要求を受信するステップであって、
名称クエリ要求は操作対象仮想マシンのエイリアスを有する、ステップと、
　操作対象仮想マシンのエイリアスに従って、エイリアスに対応する操作対象仮想マシン
の正式名を発見するステップと、
　名称クエリ要求を送信する仮想マシン管理デバイスに操作対象仮想マシンの正式名を送
信することにより、名称クエリ要求を送信する仮想マシン管理デバイスが、操作対象仮想
マシンの正式名に従って、操作対象仮想マシン上の対応する操作を行う、ステップと
　をさらに含む。
【０００８】
　第1の態様の第1の可能な実施方法を参照すると、第2の可能な実施方法において、操作
が操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、方法は、
　仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名削除指示を受信するステップであ
って、仮想マシン名削除指示は削除対象仮想マシンのエイリアスを有する、ステップと、
　削除対象仮想マシンのエイリアスに従って、削除対象仮想マシンの全てのエイリアスお
よび正式名を削除するステップと
　をさらに含む。
【０００９】
　本発明の第2の態様は、仮想マシン名表示方法を提供し、方法は、ネットワーク機能仮
想化NFVシステムにおける仮想マシン管理デバイスに適用され、NFVシステムは仮想マシン
名管理装置と仮想マシン作成デバイスとをさらに含み、仮想マシン名管理装置には、各仮
想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設
定され、方法は、
　仮想マシン管理デバイスが仮想マシン名管理装置に名称要求メッセージを送信するステ
ップであって、仮想マシン名管理装置は名称要求メッセージを用いて、各名称規則に従っ
て、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエ
イリアスとを生成する、ステップであって、エイリアスは、仮想マシン名管理装置からエ
イリアスに対応する仮想マシン管理デバイスに送信され、またエイリアスに対応する仮想
マシン管理デバイスに表示される、ステップと、
　仮想マシン名管理装置から送信される仮想マシン管理デバイスの正式名およびエイリア
スを受信するステップと、
　仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示を送信するステップであって、仮想マシ
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ン作成指示は正式名を有するため、仮想マシン作成デバイスは仮想マシンを作成し、作成
した仮想マシンに正式名を設定する、ステップと、
　仮想マシン管理デバイスのエイリアスを表示するステップと
　を含む。
【００１０】
　第2の態様を参照すると、第1の可能な実施方法において、方法は、
　操作対象仮想マシンに対する操作指示を受信するステップと、
　仮想マシン名管理装置に名称クエリ要求を送信するステップであって、名称クエリ要求
は操作対象仮想マシンのエイリアスを有し、仮想マシン名管理装置は、操作対象仮想マシ
ンのエイリアスを用いて、操作対象仮想マシンの正式名を発見する、ステップと、
　操作対象仮想マシンの正式名を受信し、また操作対象仮想マシンの正式名に従って、操
作対象仮想マシン上の対応する操作を行うステップと
　をさらに含む。
【００１１】
　第2の態様の第1の可能な実施方法を参照すると、第2の可能な実施方法において、操作
が操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、方法は、
　仮想マシン名管理装置に仮想マシン名削除指示を送信するステップであって、仮想マシ
ン名削除指示が削除対象仮想マシンのエイリアスを有することにより、仮想マシン名管理
装置は、削除対象仮想マシンのエイリアスに従って、削除対象仮想マシンの全てのエイリ
アスおよび正式名を削除する、ステップをさらに含む。
【００１２】
　本発明の第3の態様は、仮想マシン名管理装置を提供し、仮想マシン名管理装置は、ネ
ットワーク機能仮想化NFVシステムに適用され、NFVシステムは、仮想マシン管理デバイス
と仮想マシン作成デバイスとをさらに含み、仮想マシン名管理装置には、各仮想マシン管
理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設定され、装
置は、
　仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセージを受信するように
構成された受信ユニットと、
　受信ユニットが受信した仮想マシン名要求メッセージおよび各命名規則に従って、仮想
マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアス
とを生成するように構成された生成ユニットと、
　生成ユニットによって生成され、かつ各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアス
を各仮想マシン管理デバイスに送信し、また仮想マシン名要求メッセージを送信する仮想
マシン管理デバイスに正式名を送信するように構成された送信ユニットであって、仮想マ
シン作成デバイスは仮想マシン作成デバイスから送信された仮想マシン作成指示を受信す
ると、正式名を用いて仮想マシンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定し、エイ
リアスを用いてエイリアスに対応する各仮想マシン管理デバイス上に表示するため、各仮
想マシン管理デバイスは、作成された仮想マシンをエイリアスに従って制御する、送信ユ
ニットと
　を含む。
【００１３】
　第3の態様を参照すると、第1の可能な実施方法において、装置は発見ユニットをさらに
含み、
　受信ユニットは、仮想マシン管理デバイスから送信された名称クエリ要求を受信するよ
うにさらに構成され、名称クエリ要求は操作対象仮想マシンのエイリアスを有し、
　発見ユニットは、受信ユニットが受信した操作対象仮想マシンのエイリアスに従って、
エイリアスに対応する操作対象仮想マシンの正式名を発見するように構成され、
　送信ユニットは、名称クエリ要求を送信する仮想マシン管理デバイスに、発見ユニット
が発見する操作対象仮想マシンの正式名を送信するようにさらに構成されていることによ
り、名称クエリ要求を送信する仮想マシン管理デバイスは、操作対象仮想マシンの正式名
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に従って、操作対象仮想マシン上の対応する操作を行う。
【００１４】
　第3の態様の第1の可能な実施方法を参照すると、第2の可能な実施方法において、装置
は、削除ユニットをさらに含み、
　受信ユニットは、操作が操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、仮想マシン管
理デバイスから送信された仮想マシン名削除指示を受信するようにさらに構成され、仮想
マシン名削除指示は、削除対象仮想マシンのエイリアスを有し、
　削除ユニットは、受信ユニットが受信した削除対象仮想マシンのエイリアスに従って、
削除対象仮想マシンの全てのエイリアスおよび正式名を削除するように構成されている。
【００１５】
　本発明の第4の態様は、仮想マシン管理デバイスを提供し、仮想マシン管理デバイスは
、ネットワーク機能仮想化NFVシステムに適用され、NFVシステムは仮想マシン名管理装置
と仮想マシン作成デバイスとをさらに含み、仮想マシン名管理装置には、各仮想マシン管
理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設定され、仮
想マシン管理デバイスは、
　仮想マシン名管理装置に名称要求メッセージを送信するように構成された送信ユニット
であって、仮想マシン名管理装置は、名称要求メッセージを用いて、各命名規則に従って
、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエイ
リアスとを生成し、エイリアスは、仮想マシン名管理装置によってエイリアスに対応する
仮想マシン管理デバイスに送信され、エイリアスに対応する仮想マシン管理デバイスに表
示される、送信ユニットと、
　仮想マシン名管理装置から送信される仮想マシン管理デバイスの正式名およびエイリア
スを取得するように構成された受信ユニットと、
　仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示を送信するようにさらに構成された送信
ユニットであって、仮想マシン作成指示は受信ユニットが受信した正式名を有するため、
仮想マシン作成デバイスは仮想マシンを作成し、作成された仮想マシンに正式名を設定す
る、送信ユニットと、
　受信ユニットによって取得される仮想マシン管理デバイスのエイリアスを表示するよう
に構成された表示ユニットと
　を含む。
【００１６】
　第4の態様を参照すると、第1の可能な実施方法において、仮想マシン管理デバイスは、
処理ユニットをさらに含み、
　受信ユニットは、操作対象仮想マシンの操作指示を取得するようにさらに構成され、
　送信ユニットは、仮想マシン名管理装置に名称クエリ要求を送信するようにさらに構成
され、名称クエリ要求は操作対象仮想マシンのエイリアスを有し、仮想マシン名管理装置
は、操作対象仮想マシンのエイリアスを用いて、操作対象仮想マシンの正式名を発見し、
　受信ユニットは、操作対象仮想マシンの正式名を受信するようにさらに構成され、
　処理ユニットは、受信ユニットが受信する操作対象仮想マシンの正式名に従って、操作
対象仮想マシン上の対応する操作を行うように構成されている。
【００１７】
　第4の態様の第1の可能な実施方法を参照すると、第2の可能な実施方法において、
　送信ユニットは、操作が操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、仮想マシン名
削除指示を仮想マシン名管理装置に送信するようにさらに構成され、仮想マシン名削除指
示は削除対象仮想マシンのエイリアスを有するため、仮想マシン名管理装置は、削除対象
仮想マシンのエイリアスに従って、削除対象仮想マシンの全てのエイリアスおよび正式名
を削除する。
【００１８】
　本発明の第5の態様は、仮想マシン名管理装置と、仮想マシン管理デバイスと、仮想マ
シン作成デバイスとを含むネットワーク機能仮想化NFVシステムを提供し、仮想マシン名
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管理装置には、各仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想
マシン命名規則が設定され、
　仮想マシン名管理装置は、仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メ
ッセージを受信し、仮想マシン名要求メッセージおよび各命名規則に従って、仮想マシン
作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスとを生
成し、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスを各仮想マシン管理デバイスに送
信し、また、仮想マシン名要求メッセージを送信する仮想マシン管理デバイスに正式名を
送信するように構成され、仮想マシン作成デバイスは、仮想マシン作成デバイスから送信
された仮想マシン作成指示を受信すると、正式名を用いて仮想マシンを作成し、作成した
仮想マシンに正式名を設定し、エイリアスを用いてエイリアスに対応する各仮想マシン管
理デバイス上に表示するため、各仮想マシン管理デバイスは、作成された仮想マシンをエ
イリアスに従って制御し、
　仮想マシン管理デバイスは、仮想マシン名管理装置から送信される仮想マシン管理デバ
イスの正式名およびエイリアスを受信し、仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示
を送信し、仮想マシン作成指示は正式名を有するため、仮想マシン作成デバイスは仮想マ
シンを作成し、作成した仮想マシンに対して正式名を設定し、また、仮想マシン管理デバ
イスのエイリアスを表示するように構成されている。
【００１９】
　本発明の実施形態によって仮想マシン名表示方法が提供され、ネットワーク機能仮想化
NFVシステムにおける仮想マシン名管理装置に適用される。NFVシステムは、仮想マシン管
理デバイスと仮想マシン作成デバイスとをさらに含む。仮想マシン名管理装置には、各仮
想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設
定されている。方法は、仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセ
ージを仮想マシン名管理装置が受信するステップと、仮想マシン名要求メッセージおよび
各命名規則に従って、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバ
イスに対応するエイリアスとを生成するステップと、各仮想マシン管理デバイスに対応す
るエイリアスを各仮想マシン管理デバイスに送信し、仮想マシン名要求メッセージを送信
する仮想マシン管理デバイスに正式名を送信するステップであって、仮想マシン作成デバ
イスは、仮想マシン作成デバイスによって送信された仮想マシン作成指示を受信すると、
正式名を用いて仮想マシンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定し、エイリアス
を用いてエイリアスに対応する各仮想マシン管理デバイス上に表示するため、各仮想マシ
ン管理デバイスは、作成された仮想マシンをエイリアスに従って制御する、ステップを含
む。各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マシンに対して同一名称が表示されるため
にデバイスの保守担当者の作業に支障を来たす先行技術と比較して、本発明の実施形態に
よる仮想マシン名表示方法は、ネットワーク機能仮想化NFVシステムの各仮想マシン管理
デバイス内の同一の仮想マシンに対して異なる名称を表示することができるため、各仮想
マシン管理デバイスの保守担当者の要件を満たす。
【００２０】
　本発明の実施形態または先行技術における技術的解決策をより明確に説明するため、実
施形態または先行技術を説明するために必要な添付図面を以下に簡単に紹介する。明らか
に、以下の説明における添付図面は、本発明のいくつかの実施形態を示しているだけであ
って、当業者は創造的な努力なしにこれらの添付図面から他の図面を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の一実施形態の概略図である。
【図２】本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の別の実施形態の概略図である
。
【図３】本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の別の実施形態の概略図である
。
【図４】本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の別の実施形態の概略図である
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。
【図５】本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の別の実施形態の概略図である
。
【図６】本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の別の実施形態の概略図である
。
【図７】本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の別の実施形態の概略図である
。
【図８】本発明の一実施形態による仮想マシン名管理装置の一実施形態の概略図である。
【図９】本発明の一実施形態による仮想マシン名管理装置の別の実施形態の概略図である
。
【図１０】本発明の一実施形態による仮想マシン名管理装置の別の実施形態の概略図であ
る。
【図１１】本発明の一実施形態による仮想マシン管理デバイスの一実施形態の概略図であ
る。
【図１２】本発明の一実施形態による仮想マシン管理デバイスの別の実施形態の概略図で
ある。
【図１３】本発明の一実施形態による仮想マシン名管理装置の別の実施形態の概略図であ
る。
【図１４】本発明の一実施形態による仮想マシン管理デバイスの別の実施形態の概略図で
ある。
【図１５】本発明の一実施形態によるネットワーク機能仮想化NFVシステムの一実施形態
の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の実施形態は、仮想マシン名表示方法を提供し、ネットワーク機能仮想化NFVシ
ステムの各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マシンに対して異なる名称を表示する
ことができるため、各仮想マシン管理デバイスの保守担当者の要件を満たす。本発明の実
施形態は、対応する装置およびシステムをさらに提供する。以下、詳細な説明を個々に提
供する。
【００２３】
　当業者に本発明の解決策をより良く理解してもらうために、本発明の実施形態における
添付図面を参照して、本発明の実施形態における技術的解決策を以下に明確かつ完全に記
載する。明らかに、記載された実施形態は、本発明の全ての実施形態ではなく単なる一部
に過ぎない。創作努力なしに本発明の実施形態に従って当業者によって得られる他の全て
の実施形態は、本発明の保護範囲内に入るものとする。
【００２４】
　図1を参照すると、本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の一実施形態は以
下を含む。
【００２５】
　ネットワーク機能仮想化（Network Function Virtualization、NFV）システムは、オー
プンストレージサービス（Open Storage Service、OSS）デバイス、要素管理（Element M
anagement System、EMS）デバイス、仮想ネットワーク機能管理（Virtualized Network F
unction、VNF）デバイス、仮想インフラストラクチャ管理（Virtualized Infrastructure
 Management、VIM）デバイス、仮想ネットワーク機能管理（Virtualized Network Functi
on Management、VNFM）デバイス、およびスケジューリングOrchestratorデバイスを含む
。VIMデバイスは、本発明の実施形態における仮想マシン作成デバイスであり、他のデバ
イスは、本発明の実施形態における仮想マシン管理デバイスである。また、本発明の実施
形態における仮想マシン管理デバイスは、1つのデバイスに限らず、デバイスクラスタで
あってもよい。仮想マシン管理デバイスのうち、VNFMデバイスはVNFデバイスを管理する
役割を担う。本発明の実施形態では、仮想マシン名管理装置をさらに含み、仮想マシン名
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管理装置は、各仮想マシン管理デバイスと対話する独立したデバイスであってもよいし、
任意の仮想マシン管理デバイスと統合されたモジュールであってもよい。しかし、仮想マ
シン名管理装置が独立した装置であるか、仮想マシン管理デバイスと統合されたモジュー
ルであるかに関わらず、仮想マシン名管理装置は本発明の実施形態で説明した仮想マシン
名管理の機能を完了することができる。
【００２６】
　図1に示す仮想マシン名管理装置は、NFVシステムに独立してインストールされており、
仮想マシン名管理装置には、各仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに
対応する仮想マシン命名規則があらかじめ設定されている。本発明の実施形態では、VNFM
デバイスまたはOrchestratorデバイスは、VIMデバイスをトリガして仮想マシンを作成す
る役割を担う。したがって、VNFMデバイスまたはOrchestratorデバイスは、仮想マシンを
作成する前に、作成対象仮想マシンのエイリアスおよび正式名を仮想マシン名管理装置に
要求する。本発明の実施形態では、デバイス内で正式名が使用され、各仮想マシン管理デ
バイスに表示するためにエイリアスが使用されるため、各仮想マシン管理デバイスの保守
担当者は、保守担当者がよく知っている仮想マシン名形式を用いて仮想マシンを制御する
ことができる。
【００２７】
　仮想マシンの命名規則には、仮想マシンの正式名命名規則（例えば、オペレータによっ
て提供される命名規則記述ファイルなど）、およびOSSデバイス内の仮想マシンのエイリ
アス命名規則（OSSデバイスに適用可能な規則カスタマイズファイルなど）が含まれてい
てもよい。エイリアス命名規則には、EMSエイリアス規則カスタマイズファイル、VNFデバ
イスエイリアス規則カスタマイズファイル、VNFMデバイスエイリアス規則カスタマイズフ
ァイル、Orchestratorデバイスエイリアス規則カスタマイズファイルなどがさらに含まれ
ていてもよい。
【００２８】
　本発明の実施形態では、仮想マシン名管理装置が仮想マシン名要求ごとに作成する正式
名とエイリアスとが異なり、同一の仮想マシンに対して毎回作成される正式名とエイリア
スとは関連付けられている。仮想マシン名管理装置には、同一の仮想マシンの正式名とエ
イリアスとの関連付けが格納されている。
【００２９】
　同一の仮想マシンの正式名とエイリアスとを作成した後、仮想マシン名管理装置は、図
1に示すように、VNFMデバイスまたはOrchestratorデバイスに正式名を送信し、VNFMデバ
イスまたはOrchestratorデバイスは、VIMに対して、仮想マシンを作成し、また作成した
仮想マシンに正式名を割り当てるように指示する。仮想マシン名管理装置は、仮想マシン
のエイリアスをOSS、EMS、VNFM、VNF、Orchestratorなどに直接的または間接的に送信す
る。例えば、作成された仮想マシンのエイリアスは、それぞれエイリアス11、エイリアス
12、エイリアス13、エイリアス14、エイリアス15である。したがって、作成された仮想マ
シンでは、エイリアス11がOSSデバイスに表示され、エイリアス12がEMSに表示され、エイ
リアス13がVNFMに表示され、エイリアス14がVNFに表示され、エイリアス15がOrchestrato
rに表示される。
【００３０】
　デバイスの保守担当者が仮想マシンで対応する操作、例えば電源投入、電源切断、再起
動、終了などの操作を行う場合、保守担当者はそれぞれのデバイスで対応するエイリアス
を操作し、次いでエイリアスに従って仮想マシン名管理装置の対応する正式名を発見する
ことにより、対応する操作を行う。例えば、VNFMの保守担当者が仮想マシン上で終了操作
を行う必要がある場合、保守担当者は仮想マシン名管理装置に名称クエリ要求を送信し、
名称クエリ要求はエイリアス3を有する。したがって、仮想マシン名管理装置は、エイリ
アス3に従って正式名1を発見し、次いで正式名1に対応する仮想マシンを決定することに
より、正式名1に対応する仮想マシンを削除する。仮想マシンが削除された後、VNFMは対
応するエイリアスを削除するように各仮想マシン管理デバイスに指示し、また仮想マシン
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の正式名とエイリアスとを削除するように仮想マシン名管理装置に指示することにより、
記憶スペースを節約する。
【００３１】
　理解を容易にするために、以下では、本発明の実施形態における仮想マシン名表示処理
を説明するための一例として、いくつかの特定のシナリオを使用する。
【００３２】
　図2を参照すると、これはVNFMが仮想マシンの作成を開始する場合の仮想マシン名表示
方法のプロセスである。
【００３３】
　S100．Orchestratorは、ユーザによって開始されたサービス展開要求を受信する。
【００３４】
　S105．Orchestratorは、サービスに関連するアプリケーション展開要求をVNFMに対して
開始する。
【００３５】
　S110．VNFMは、仮想マシンを作成する必要があることを決定する。
【００３６】
　S115．VNFMは、仮想マシン名管理装置に仮想マシン名要求メッセージを送信する。
【００３７】
　S120．仮想マシン名管理装置は、あらかじめ設定された命名規則に従って、作成対象仮
想マシンに対する正式名と複数のエイリアスとを生成する。
【００３８】
　S125．仮想マシン名管理装置は、作成対象仮想マシンの正式名およびエイリアスをVNFM
に送信する。
【００３９】
　S130．VNFMは仮想マシン作成指示をVIMに送信し、VIMに対して、仮想マシンを作成し、
また作成した仮想マシンの正式名を設定するように指示する。
【００４０】
　S135．VNFMは、作成された仮想マシンのエイリアスをVNFに通知する。
【００４１】
　S140．VNFMは、作成された仮想マシンのエイリアスをOrchestratorに通知する。
【００４２】
　S145．Orchestrator、VNFM、およびVNFには、仮想マシンのエイリアスがそれぞれ表示
される。
【００４３】
　このようにして、各仮想マシン管理デバイスの保守担当者は、保守担当者がよく知って
いる仮想マシン名形式を用いて仮想マシンを制御することができる。
【００４４】
　図3を参照すると、これはOrchestratorが仮想マシンの作成を開始する場合の仮想マシ
ン名表示方法のプロセスである。
【００４５】
　S200～S210は、ステップS100～S110と同じであり、ここではこれ以上説明しない。
【００４６】
　S211．VNFMは、Orchestratorからの仮想マシンリソースを要求する。
【００４７】
　S215．Orchestratorは、仮想マシン名管理装置に仮想マシン名要求メッセージを送信す
る。
【００４８】
　S220．仮想マシン名管理装置は、あらかじめ設定された命名規則に従って、作成対象仮
想マシンに対する正式名と複数のエイリアスとを生成する。
【００４９】
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　S225．仮想マシン名管理装置は、作成対象仮想マシンの正式名とエイリアスとをOrches
tratorに送信する。
【００５０】
　S230．Orchestratorは、仮想マシン作成指示をVIMに送信し、VIMに対して、仮想マシン
を作成し、また作成した仮想マシンの正式名を設定するように指示する。
【００５１】
　S235．Orchestratorは、作成された仮想マシンのエイリアスをVNFMに通知する。
【００５２】
　S240．VNFMは、作成された仮想マシンのエイリアスをVNFに通知する。
【００５３】
　S245．Orchestrator、VNFM、およびVNFには、仮想マシンのエイリアスがそれぞれ表示
される。
【００５４】
　このようにして、各仮想マシン管理デバイスの保守担当者は、保守担当者がよく知って
いる仮想マシン名形式を用いて仮想マシンを制御することができる。
【００５５】
　図4を参照すると、これはVNFMが仮想マシンの再起動を制御するプロセスである。
【００５６】
　S300．VNFは、VNFMに対する仮想マシン再起動要求メッセージを開始し、再起動要求メ
ッセージはエイリアス1を有する。
【００５７】
　S305．VNFMは、名称クエリ要求メッセージを仮想マシン名管理装置に送信し、名称クエ
リ要求メッセージはエイリアス1を有する。
【００５８】
　S310．仮想マシン名管理装置は、エイリアス1に従って対応する正式名を検索する。
【００５９】
　S315．仮想マシン名管理装置は、エイリアス1に対応する正式名をVNFMに送信する。
【００６０】
　S320．VNFMは、エイリアスの仮想マシンの再起動を制御する。
【００６１】
　もちろん、本実施形態では、再起動処理のみを例に挙げているが、実際には、電源投入
および電源切断など他の処理にも適用することができる。
【００６２】
　図5を参照すると、これはVNFMが仮想マシンの終了を制御する処理である。
【００６３】
　S400．Orchestratorは、オペレータによって開始されたサービス終了要求を受信する。
【００６４】
　S405．Orchestratorは、VNFMに対してアプリケーション終了要求を開始する。
【００６５】
　S410．VNFMは、削除が必要な仮想マシンを決定する。
【００６６】
　S415．VNFMは、仮想マシン名クエリ要求を仮想マシン名管理装置に送信し、仮想マシン
名クエリ要求はエイリアス1を有する。
【００６７】
　S420．仮想マシン名管理装置は、エイリアス1に従って対応する正式名を検索する。
【００６８】
　S425．仮想マシン名管理装置は、エイリアス1に対応する正式名をVNFMに送信する。
【００６９】
　S430．VNFMは、正式名に対応する仮想マシンを削除するようにVIMに指示する。
【００７０】
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　S435．VNFMは、仮想マシンのエイリアス2を削除するようにOrchestratorに指示する。
【００７１】
　S440．VNFMは、仮想マシンのエイリアス1を削除するようにVNFに指示する。
【００７２】
　S445．VNFMは、仮想マシン名管理装置に仮想マシン名削除メッセージを送信し、削除メ
ッセージはエイリアス1を有する。
【００７３】
　S450．エイリアス1に従って他のエイリアスと正式名とを検索した後、仮想マシン名管
理装置は、エイリアス1に対応する正式名および他のエイリアスを削除する。
【００７４】
　図4および図5は、VNFMが仮想マシンの再起動または終了を制御する処理をそれぞれ説明
する。実際には、Orchestratorも仮想マシンの再起動または終了を制御することができる
。Orchestratorが仮想マシンの再起動または終了を制御する処理は、VNFMが仮想マシンの
再起動または終了を制御する処理に類似しており、本発明の実施形態ではこれ以上説明し
ない。
【００７５】
　図6を参照すると、本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の一実施形態は以
下を含む。
【００７６】
　1001．ネットワーク機能仮想化NFVシステムは、仮想マシン名管理装置と、仮想マシン
管理デバイスと、仮想マシン作成デバイスとを含み、仮想マシン名管理装置には、各仮想
マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設定
され、方法は、仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセージを仮
想マシン名管理装置が受信するステップを含む。
【００７７】
　1002．仮想マシン名管理装置は、仮想マシン名要求メッセージおよび各命名規則に従っ
て、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエ
イリアスとを生成する。
【００７８】
　1003．仮想マシン名管理装置は、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスを各
仮想マシン管理デバイスに送信し、また仮想マシン名要求メッセージを送信する仮想マシ
ン管理デバイスに正式名を送信し、ここで仮想マシン作成デバイスは仮想マシン作成デバ
イスから送信された仮想マシン作成指示を受信すると、正式名を用いて仮想マシンを作成
し、作成した仮想マシンに正式名を設定し、エイリアスを用いてエイリアスに対応する各
仮想マシン管理デバイス上に表示するため、各仮想マシン管理デバイスは、作成された仮
想マシンをエイリアスに従って制御する。
【００７９】
　本発明の実施形態によって仮想マシン名表示方法が提供され、ネットワーク機能仮想化
NFVシステムにおける仮想マシン名管理装置に適用される。NFVシステムは、仮想マシン管
理デバイスと仮想マシン作成デバイスとをさらに含む。仮想マシン名管理装置には、各仮
想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設
定されている。方法は、仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセ
ージを仮想マシン名管理装置が受信するステップと、仮想マシン名要求メッセージおよび
各命名規則に従って、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバ
イスに対応するエイリアスとを生成するステップと、各仮想マシン管理デバイスに対応す
るエイリアスを各仮想マシン管理デバイスに送信し、仮想マシン名要求メッセージを送信
する仮想マシン管理デバイスに正式名を送信するステップであって、仮想マシン作成デバ
イスは、仮想マシン作成デバイスによって送信された仮想マシン作成指示を受信すると、
正式名を用いて仮想マシンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定し、エイリアス
を用いてエイリアスに対応する各仮想マシン管理デバイス上に表示するため、各仮想マシ
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ン管理デバイスは、作成された仮想マシンをエイリアスに従って制御する、ステップを含
む。各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マシンに対して同一名称が表示されるため
にデバイスの保守担当者の作業に支障を来たす先行技術と比較して、本発明の実施形態に
よる仮想マシン名表示方法は、ネットワーク機能仮想化NFVシステムの各仮想マシン管理
デバイス内の同一の仮想マシンに対して異なる名称を表示することができるため、各仮想
マシン管理デバイスの保守担当者の要件を満たす。
【００８０】
　任意選択的に、図6に対応する実施形態に基づいて、本発明の実施形態による仮想マシ
ン名表示方法の別の実施形態では、方法は、
　仮想マシン管理デバイスから送信された名称クエリ要求を受信するステップであって、
名称クエリ要求が操作対象仮想マシンのエイリアスを有する、ステップと、
　操作対象仮想マシンのエイリアスに従って、エイリアスに対応する操作対象仮想マシン
の正式名を発見するステップと、
　操作対象仮想マシンの正式名を、名称クエリ要求を送信する仮想マシン管理デバイスに
送信するステップであって、その結果名称クエリ要求を送信する仮想マシン管理デバイス
は、操作対象仮想マシンの正式名に従って、操作対象仮想マシン上の対応する操作を行う
、ステップと
　をさらに含む。
【００８１】
　任意選択的に、図6に対応する任意の実施形態に基づいて、本発明の実施形態による仮
想マシン名表示方法の別の実施形態では、操作が操作対象仮想マシンを削除する操作であ
る場合、方法は、
　仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名削除指示を受信するステップであ
って、仮想マシン名削除指示は削除対象仮想マシンのエイリアスを有する、ステップと、
　削除対象仮想マシンのエイリアスに従って、削除対象仮想マシンの全てのエイリアスお
よび正式名を削除するステップと
　をさらに含む。
【００８２】
　本発明の実施形態による仮想マシン名表示処理は、図1～図5の説明を参照して理解する
ことができるため、ここではこれ以上説明しない。
【００８３】
　図7を参照すると、本発明の一実施形態による仮想マシン名表示方法の一実施形態は以
下を含む。
【００８４】
　2001．ネットワーク機能仮想化NFVシステムは、仮想マシン管理デバイスと、仮想マシ
ン名管理装置と、仮想マシン作成デバイスとを含み、仮想マシン名管理装置には、各仮想
マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設定
され、方法は、仮想マシン管理デバイスが仮想マシン名管理装置に名称要求メッセージを
送信し、仮想マシン名管理装置は、名称要求メッセージを用いて、各命名規則に従って、
仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリ
アスとを生成し、エイリアスは、仮想マシン名管理装置から、エイリアスに対応する仮想
マシン管理デバイスに送信され、エイリアスに対応する仮想マシン管理デバイスに表示さ
れるステップを含む。
【００８５】
　2002．仮想マシン名管理装置から送信される仮想マシン管理デバイスの正式名とエイリ
アスとを受信する。
【００８６】
　2003．仮想マシン作成指示を仮想マシン作成デバイスに送信し、仮想マシン作成指示は
正式名を有するため、仮想マシン作成デバイスは仮想マシンを作成し、作成した仮想マシ
ンに正式名を設定する。
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【００８７】
　2004．仮想マシン管理デバイスのエイリアスを表示する。
【００８８】
　本発明の実施形態によって仮想マシン名表示方法が提供され、ネットワーク機能仮想化
NFVシステムにおける仮想マシン管理デバイスに適用される。NFVシステムは、仮想マシン
名管理装置と仮想マシン作成デバイスとをさらに含む。仮想マシン名管理装置には、各仮
想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設
定されている。方法は、仮想マシン管理デバイスが、仮想マシン名管理装置に名称要求メ
ッセージを送信するステップであって、仮想マシン名管理装置が、名称要求メッセージを
用いて、各命名規則に従って、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン
管理デバイスに対応するエイリアスとを生成する、ステップであって、エイリアスは、仮
想マシン名管理装置によって、エイリアスに対応する仮想マシン管理デバイスに送信され
、またエイリアスに対応する仮想マシン管理デバイスに表示される、ステップと、仮想マ
シン名管理装置から送信される仮想マシン管理デバイスの正式名とエイリアスとを受信す
るステップと、仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示を送信するステップであっ
て、仮想マシン作成指示は正式名を有するため、仮想マシン作成デバイスは仮想マシンを
作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定する、ステップと、仮想マシン管理デバイス
のエイリアスを表示するステップとを含む。各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マ
シンに対して同一名称が表示されるためにデバイスの保守担当者の作業に支障を来たす先
行技術と比較して、本発明の実施形態による仮想マシン名表示方法は、ネットワーク機能
仮想化NFVシステムの各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マシンに対して異なる名
称を表示することができるため、各仮想マシン管理デバイスの保守担当者の要件を満たす
。
【００８９】
　任意選択的に、図7に対応する実施形態に基づいて、本発明の実施形態による仮想マシ
ン名表示方法の別の実施形態では、方法は、
　操作対象仮想マシンに対する操作指示を受信するステップと、
　名称クエリ要求を仮想マシン名管理装置に送信するステップであって、名称クエリ要求
が操作対象仮想マシンのエイリアスを有するステップであって、仮想マシン名管理装置が
、操作対象仮想マシンのエイリアスを用いて操作対象仮想マシンの正式名を発見する、ス
テップと、
　操作対象仮想マシンの正式名を受信し、操作対象仮想マシンの正式名に従って、操作対
象仮想マシン上の対応する操作を行うステップと
　をさらに含んでいてもよい。
【００９０】
　任意選択的に、図7に対応する任意の実施形態に基づいて、本発明の実施形態による仮
想マシン名表示方法の別の実施形態では、操作が操作対象仮想マシンを削除する操作であ
る場合、方法は、
　仮想マシン名削除指示を仮想マシン名管理装置に送信するステップであって、仮想マシ
ン名削除指示は削除対象仮想マシンのエイリアスを有するため、仮想マシン名管理装置は
、削除対象仮想マシンのエイリアスに従って、削除対象仮想マシンの全てのエイリアスお
よび正式名を削除する、ステップをさらに含んでいてもよい。
【００９１】
　本発明の実施形態による仮想マシン名表示処理は、図1～図5の説明を参照して理解する
ことができるため、ここではこれ以上説明しない。
【００９２】
　図8を参照すると、本発明の一実施形態は、仮想マシン名管理装置50を提供し、仮想マ
シン名管理装置50は、ネットワーク機能仮想化NFVシステムに適用され、NFVシステムは、
仮想マシン管理デバイスと仮想マシン作成デバイスとをさらに含み、仮想マシン名管理装
置には、各仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシン
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命名規則が設定され、装置は、
　仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセージを受信するように
構成された受信ユニット501と、
　受信ユニット501が受信した仮想マシン名要求メッセージと各命名規則に従って、仮想
マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアス
とを生成するように構成された生成ユニット502と、
　生成ユニット502によって生成され、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアス
を各仮想マシン管理デバイスに送信し、また仮想マシン名要求メッセージを送信する仮想
マシン管理デバイスに正式名を送信するように構成された送信ユニット503であって、仮
想マシン作成デバイスは、仮想マシン作成デバイスから送信された仮想マシン作成指示を
受信すると、正式名を用いて仮想マシンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定し
、エイリアスを用いてエイリアスに対応する各仮想マシン管理デバイス上に表示するため
、各仮想マシン管理デバイスは、作成された仮想マシンをエイリアスに従って制御する、
送信ユニット503と
　を含む。
【００９３】
　本発明の実施形態では、仮想マシン名管理装置50は、ネットワーク機能仮想化NFVシス
テムに適用される。NFVシステムは、仮想マシン管理デバイスと仮想マシン作成デバイス
とをさらに含む。仮想マシン名管理装置には、各仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシ
ン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設定されている。本装置は、仮想マシン
管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセージを受信するように構成された受
信ユニット501と、
　受信ユニット501が受信した仮想マシン名要求メッセージおよび各命名規則に従って、
仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリ
アスとを生成するように構成された生成ユニット502と、生成ユニット502によって生成さ
れ、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスを各仮想マシン管理デバイスに送信
し、また仮想マシン名要求メッセージを送信する仮想マシン管理デバイスに正式名を送信
するように構成された送信ユニット503であって、仮想マシン作成デバイスは、仮想マシ
ン作成デバイスから送信された仮想マシン作成指示を受信すると、正式名を用いて仮想マ
シンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定し、エイリアスを用いてエイリアスに
対応する各仮想マシン管理デバイス上に表示するため、各仮想マシン管理デバイスは、作
成された仮想マシンをエイリアスに従って制御する、送信ユニット503とを含む。各仮想
マシン管理デバイス内で同一の仮想マシンに対して同一名称が表示されるためにデバイス
の保守担当者の作業に支障を来たす先行技術と比較して、本発明の実施形態による仮想マ
シン名管理装置は、ネットワーク機能仮想化NFVシステムの各仮想マシン管理デバイス内
の同一の仮想マシンに対して異なる名称を表示することができるため、各仮想マシン管理
デバイスの保守担当者の要件を満たす。
【００９４】
　任意選択的に、図8に対応する実施形態に基づいて、図9を参照すると、本発明の実施形
態によって提供される仮想マシン名管理装置50は、発見ユニット504をさらに含み、
　受信ユニット501は、仮想マシン管理デバイスから送信された名称クエリ要求を受信す
るようにさらに構成され、名称クエリ要求は操作対象仮想マシンのエイリアスを有し、
　発見ユニット504は、受信ユニット501が受信した操作対象仮想マシンのエイリアスに従
って、エイリアスに対応する操作対象仮想マシンの正式名を発見するように構成され、
　送信ユニット503は、発見ユニット504が発見する操作対象仮想マシンの正式名を、名称
クエリ要求を送信する仮想マシン管理デバイスに送信するようにさらに構成されているこ
とにより、名称クエリ要求を送信する仮想マシン管理デバイスは、操作対象仮想マシンの
正式名に従って、操作対象仮想マシン上の対応する操作を行う。
【００９５】
　任意選択的に、図9に対応する実施形態に基づいて、図10を参照すると、本発明の実施
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形態によって提供される仮想マシン名管理装置50は、削除ユニット505をさらに含み、
　受信ユニット501は、操作が操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、仮想マシ
ン管理デバイスから送信された仮想マシン名削除指示を受信するようにさらに構成され、
仮想マシン名削除指示は削除対象仮想マシンのエイリアスを有し、
　削除ユニット505は、受信ユニット501が受信した削除対象仮想マシンのエイリアスに従
って、削除対象仮想マシンの全てのエイリアスおよび正式名を削除するように構成されて
いる。
【００９６】
　本発明の実施形態による仮想マシン名表示処理は、図1～図6の説明を参照して理解する
ことができるため、ここではこれ以上説明しない。
【００９７】
　図11を参照すると、本発明の一実施形態によって提供される仮想マシン管理デバイス60
の一実施形態では、仮想マシン管理デバイス60はネットワーク機能仮想化NFVシステムに
適用され、NFVシステムは仮想マシン名管理装置と仮想マシン作成デバイスとをさらに含
み、仮想マシン名管理装置には、各仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイ
スに対応する仮想マシン命名規則が設定され、仮想マシン管理デバイス60は、
　仮想マシン名管理装置に名称要求メッセージを送信するように構成された送信ユニット
601であって、仮想マシン名管理装置は、名称要求メッセージを用いて、各命名規則に従
って、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応する
エイリアスとを生成し、エイリアスは、仮想マシン名管理装置からエイリアスに対応する
仮想マシン管理デバイスに送信され、エイリアスに対応する仮想マシン管理デバイスに表
示される、送信ユニット601と、
　仮想マシン名管理装置から送信される仮想マシン管理デバイスの正式名およびエイリア
スを取得するように構成された受信ユニット602と、
　仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示を送信するようにさらに構成された送信
ユニット601であって、仮想マシン作成指示は受信ユニット602が受信した正式名を有する
ため、仮想マシン作成デバイスは仮想マシンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設
定する、送信ユニット601と、
　受信ユニット602によって取得された仮想マシン管理デバイスのエイリアスを表示する
ように構成された表示ユニット603と
　を含む。
【００９８】
　本発明の実施形態では、仮想マシン管理デバイス60は、ネットワーク機能仮想化NFVシ
ステムに適用される。NFVシステムは、仮想マシン名管理装置と仮想マシン作成デバイス
とをさらに含む。仮想マシン名管理装置には、各仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシ
ン作成デバイスに対応する仮想マシン命名規則が設定されている。仮想マシン管理デバイ
ス60は、仮想マシン名管理装置に名称要求メッセージを送信するように構成された送信ユ
ニット601であって、仮想マシン名管理装置が、名称要求メッセージを用いて、各命名規
則に従って、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対
応するエイリアスとを生成し、エイリアスは、仮想マシン名管理装置からエイリアスに対
応する仮想マシン管理デバイスに送信され、エイリアスに対応する仮想マシン管理デバイ
スに表示される、送信ユニット601と、仮想マシン名管理装置から送信される仮想マシン
管理デバイスの正式名およびエイリアスを取得するように構成された受信ユニット602と
、仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示を送信するようにさらに構成された送信
ユニット601であって、仮想マシン作成指示は受信ユニット602が受信した正式名を有する
ため、仮想マシン作成デバイスは仮想マシンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設
定する、送信ユニット601と、受信ユニット602によって取得された仮想マシン管理デバイ
スのエイリアスを表示するように構成された表示ユニット60とを含む。各仮想マシン管理
デバイス内で同一の仮想マシンに対して同一名称が表示されるためにデバイスの保守担当
者の作業に支障を来たす先行技術と比較して、本発明の実施形態による仮想マシン管理デ
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バイスは、ネットワーク機能仮想化NFVシステムの各仮想マシン管理デバイス内の同一の
仮想マシンに対して異なる名称を表示することができるため、各仮想マシン管理デバイス
の保守担当者の要件を満たす。
【００９９】
　任意選択的に、図11に対応する実施形態に基づいて、図12を参照すると、本発明の実施
形態によって提供される仮想マシン管理デバイス60の別の実施形態では、仮想マシン管理
デバイス60は、処理ユニット604をさらに含み、
　受信ユニット602は、操作対象仮想マシンの操作指示を取得するようにさらに構成され
、
　送信ユニット601は、仮想マシン名管理装置に名称クエリ要求を送信するようにさらに
構成され、名称クエリ要求は操作対象仮想マシンのエイリアスを有し、仮想マシン名管理
装置は、操作対象仮想マシンのエイリアスを用いて操作対象仮想マシンの正式名を発見し
、
　受信ユニット602は、操作対象仮想マシンの正式名を受信するようにさらに構成され、
　処理ユニット604は、受信ユニット602が受信する操作対象仮想マシンの正式名に従って
、操作対象仮想マシン上の対応する操作を行うように構成されている。
【０１００】
　任意選択的に、図12に対応する実施形態に基づいて、本発明の実施形態によって提供さ
れる仮想マシン管理デバイス60の別の実施形態では、
　送信ユニット601は、操作対象仮想マシンを削除する操作である場合、仮想マシン名管
理装置に仮想マシン名削除指示を送信するようにさらに構成され、仮想マシン名削除指示
は削除対象仮想マシンのエイリアスを有するため、仮想マシン名管理装置は、削除対象仮
想マシンのエイリアスに従って、削除対象仮想マシンの全てのエイリアスおよび正式名を
削除する。
【０１０１】
　本発明の実施形態による仮想マシン名表示処理は、図1～図5および図7の説明を参照す
ることによって理解されるため、ここではこれ以上説明しない。
【０１０２】
　図13は、本発明の一実施形態による、仮想マシン名管理装置50の概略構成図である。仮
想マシン名管理装置は、ネットワーク機能仮想化NFVシステムに適用され、NFVシステムは
、仮想マシン管理デバイスと仮想マシン作成デバイスとをさらに含み、仮想マシン名管理
装置には、各仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マシ
ン命名規則が設定されている。仮想マシン名管理装置50は、入力デバイス510と、出力デ
バイス520と、プロセッサ530と、メモリ540とを含んでいてもよい。メモリ540は、読み出
し専用メモリとランダムアクセスメモリとを含み、プロセッサ530のための指示およびデ
ータを提供することができる。メモリ540の一部は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（N
VRAM）をさらに含むことができる。
【０１０３】
　メモリ540は、実行可能モジュールまたはデータ構造、またはそのサブセット、または
その拡張セットと、
　様々な操作を実施するために使用される様々な操作指示を含む操作指示と、
　様々な基本サービスを実施し、またハードウェアベースのタスクを処理するために使用
される様々なシステムプログラムを含むオペレーティングシステムと
　の要素を記憶する。
【０１０４】
　本発明の実施形態では、メモリ540に記憶された操作指示（操作指示はオペレーティン
グシステムに記憶されていてもよい）を呼び出すことによって、プロセッサ530は、
　仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求メッセージを、入力デバイス
510を用いて受信するステップと、
　仮想マシン名要求メッセージおよび各命名規則に従って、仮想マシン作成デバイスに対
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応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスとを生成するステップと
、
　出力デバイス520を用いて、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスを各仮想
マシン管理デバイスに送信し、また仮想マシン名要求メッセージを送信する仮想マシン管
理デバイスに正式名を送信するステップであって、仮想マシン作成デバイスは、仮想マシ
ン作成デバイスから送信された仮想マシン作成指示を受信すると、正式名を用いて仮想マ
シンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定し、エイリアスを用いてエイリアスに
対応する各仮想マシン管理デバイス上に表示するため、各仮想マシン管理デバイスは、作
成された仮想マシンをエイリアスに従って制御する、ステップと
　の操作を実行する。
【０１０５】
　本発明の実施形態が提供する仮想マシン名管理装置50は、ネットワーク機能仮想化NFV
システムの各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マシンに対して異なる名称を表示す
ることができるため、各仮想マシン管理デバイスの保守担当者の要件を満たす。
【０１０６】
　プロセッサ530は、仮想マシン名管理装置50の操作を制御する。プロセッサ530は、CPU
（Central Processing Unit、中央処理装置）とも呼ばれる。メモリ540は、読み出し専用
メモリとランダムアクセスメモリとを含み、プロセッサ530のための指示およびデータを
提供することができる。メモリ540の一部は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（NVRAM）
をさらに含むことができる。特定のアプリケーションでは、仮想マシン名管理装置50のコ
ンポーネントは、バスシステム550を用いて連結され、バスシステム550は、データバスに
加えて電源バス、制御バス、ステータス信号バスなどをさらに含むことができる。しかし
ながら、明確な説明のために、図の様々なバスは全てバスシステム550とラベル付けられ
ている。
【０１０７】
　本発明の実施形態によって開示された上記方法は、プロセッサ530に適用されてもよい
し、プロセッサ530によって実施されてもよい。プロセッサ530は、集積回路チップであっ
てもよく、信号処理能力を有する。実施プロセスにおいて、上記方法の各ステップは、プ
ロセッサ530内のハードウェアの集積論理回路またはソフトウェアの形態の指示を用いて
完了されてもよい。プロセッサ530は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（DSP）
、特定用途向け集積回路（ASIC）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（FPGA
）または他の任意のプログラマブル・ロジック・コンポーネント、ディスクリートゲート
またはトランジスタロジック装置、またはディスクリート・ハードウェア・コンポーネン
トであってもよく、本発明の実施形態によって開示される各方法、ステップ、および論理
ブロック図を実施または実行することができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで
あってもよいし、プロセッサは任意の従来のプロセッサなどであってもよい。本発明の実
施形態を参照して開示された方法のステップは、ハードウェア復号化プロセッサによって
直接実行および完了されるか、または復号化プロセッサ内のハードウェアモジュールとソ
フトウェアモジュールとの組み合わせによって実行および完了されてもよい。ソフトウェ
アモジュールは、ランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読み出し専用メモリ、プ
ログラマブル読み出し専用メモリまたは消去可能プログラマブル読み出し専用メモリ、ま
たはレジスタなどの、当技術分野における成熟した記憶媒体に配置されてもよい。記憶媒
体は、メモリ540に配置される。プロセッサ530は、メモリ540内の情報を読み取り、プロ
セッサのハードウェアと組み合わせて上記方法のステップを完了する。
【０１０８】
　任意選択的に、入力デバイス510は、仮想マシン管理デバイスから送信された名称クエ
リ要求を受信するようにさらに構成され、名称クエリ要求は操作対象仮想マシンのエイリ
アスを有し、
　プロセッサ530は、操作対象仮想マシンのエイリアスに従って、エイリアスに対応する
操作対象仮想マシンの正式名を発見するようにさらに構成され、
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　出力デバイス520は、操作対象仮想マシンの正式名を、名称クエリ要求を送信する仮想
マシン管理デバイスに送信するようにさらに構成されていることにより、名称クエリ要求
を送信する仮想マシン管理デバイスは、操作対象仮想マシンの正式名に従って、操作対象
仮想マシン上の対応する操作を行う。
【０１０９】
　任意選択的に、入力デバイス510は、操作が操作対象仮想マシンを削除する操作である
場合、仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名削除指示を受信するようにさ
らに構成され、仮想マシン名削除指示は削除対象仮想マシンのエイリアスを有し、
　プロセッサ530は、削除対象仮想マシンのエイリアスに従って、削除対象仮想マシンの
全てのエイリアスおよび正式名を削除するようにさらに構成されている。
【０１１０】
　図14は、本発明の一実施形態による仮想マシン管理デバイス60の概略構成図である。仮
想マシン管理デバイスは、ネットワーク機能仮想化NFVシステムに適用され、NFVシステム
は、仮想マシン名管理装置および仮想マシン作成デバイスをさらに含み、仮想マシン名管
理装置には、各仮想マシン管理デバイスおよび仮想マシン作成デバイスに対応する仮想マ
シン命名規則が設定されている。仮想マシン管理デバイス60は、入力デバイス610と、出
力デバイス620と、プロセッサ630と、メモリ640とを含むことができる。
【０１１１】
　メモリ640は、読み出し専用メモリとランダムアクセスメモリとを含み、プロセッサ630
のための指示およびデータを提供することができる。メモリ640の一部は、不揮発性ラン
ダムアクセスメモリ（NVRAM）をさらに含むことができる。
【０１１２】
　メモリ640は、実行可能モジュールまたはデータ構造、またはそのサブセット、または
その拡張セットと、
　様々な操作を実施するために使用される様々な操作指示を含む操作指示と、
　様々な基本サービスを実施し、またハードウェアベースのタスクを処理するために使用
される様々なシステムプログラムを含むオペレーティングシステムと
　の要素を記憶する。
【０１１３】
　本発明の実施形態では、メモリ640に格納された操作指示（操作指示はオペレーティン
グシステムに格納されていてもよい）を呼び出すことによって、プロセッサ630は、
　出力デバイス620を用いて、仮想マシン名管理装置に名称要求メッセージを送信するス
テップであって、仮想マシン名管理装置は名称要求メッセージを用いて、各命名規則に従
って、仮想マシン作成デバイスに対応する正式名と各仮想マシン管理デバイスに対応する
エイリアスとを生成するステップであって、エイリアスは、仮想マシン名管理装置からエ
イリアスに対応する仮想マシン管理デバイスに送信され、エイリアスに対応する仮想マシ
ン管理デバイスに表示されるステップと、
　入力デバイス610を用いて、仮想マシン名管理装置から送信される仮想マシン管理デバ
イスの正式名およびエイリアスを受信するステップと、
　出力デバイス620を用いて、仮想マシン作成指示を仮想マシン作成デバイスに送信する
ステップであって、仮想マシン作成指示は正式名を有するため、仮想マシン作成デバイス
は仮想マシンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定する、ステップと、
　出力デバイス620を用いて、仮想マシン管理デバイスのエイリアスを表示するステップ
と
　を含む操作を実行する。
【０１１４】
　本発明の実施形態によって提供される仮想マシン管理デバイス60は、ネットワーク機能
仮想化NFVシステムの各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マシンに対して異なる名
称を表示することができるため、各仮想マシン管理デバイスの保守担当者の要件を満たす
。
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【０１１５】
　プロセッサ630は、仮想マシン管理デバイス60の操作を制御する。プロセッサ630は、CP
U（Central Processing Unit、中央処理装置）とも呼ばれる。メモリ640は、読み出し専
用メモリとランダムアクセスメモリとを含み、プロセッサ630のための指示およびデータ
を提供することができる。メモリ640の一部は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（NVRAM
）をさらに含むことができる。特定のアプリケーションでは、仮想マシン管理デバイス60
のコンポーネントは、バスシステム650を用いて連結され、バスシステム650は、データバ
スに加えて電源バス、制御バス、ステータス信号バスなどをさらに含むことができる。し
かしながら、明確な説明のために、図の様々なバスは全てバスシステム650とラベル付け
されている。
【０１１６】
　本発明の実施形態によって開示された上記方法は、プロセッサ630に適用されてもよい
し、プロセッサ630によって実施されてもよい。プロセッサ630は、集積回路チップであっ
てもよく、信号処理能力を有する。実施処理において、上記方法の各ステップは、プロセ
ッサ630内のハードウェアの集積論理回路またはソフトウェアの形態の指示を用いて完了
されてもよい。プロセッサ630は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（DSP）、特
定用途向け集積回路（ASIC）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（FPGA）ま
たは任意の他のプログラマブル・ロジック・コンポーネント、ディスクリートゲートまた
はトランジスタロジック装置またはディスクリート・ハードウェア・コンポーネントであ
ってもよく、本発明の実施形態によって開示される各方法、ステップおよび論理ブロック
図を実施または実行することができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであっても
よいし、プロセッサは任意の従来のプロセッサなどであってもよい。本発明の実施形態を
参照して開示された方法のステップは、ハードウェア復号化プロセッサによって直接実行
および完了されるか、または復号化プロセッサ内のハードウェアモジュールとソフトウェ
アモジュールとの組み合わせによって実行および完了されてもよい。ソフトウェアモジュ
ールは、ランダムアクセスメモリ、フラッシュメモリ、読み出し専用メモリ、プログラマ
ブル読み出し専用メモリまたは消去可能プログラマブル読み出し専用メモリ、またはレジ
スタなどの、当技術分野における成熟した記憶媒体に配置されてもよい。記憶媒体は、メ
モリ640に配置される。プロセッサ630は、メモリ640内の情報を読み取り、プロセッサの
ハードウェアと組み合わせて上記方法のステップを完了する。
【０１１７】
　任意選択的に、入力デバイス610は、操作対象仮想マシンに対する操作指示を受信する
ようにさらに構成され、
　出力デバイス620は、名称クエリ要求を送信するようにさらに構成され、名称クエリ要
求は操作対象仮想マシンのエイリアスを有し、仮想マシン名管理装置は操作対象仮想マシ
ンのエイリアスを用いて操作対象仮想マシンの正式名を発見し、
　入力デバイス610は、操作対象仮想マシンの正式名を受信するようにさらに構成され、
　プロセッサ630は、操作対象仮想マシンの正式名に従って、操作対象仮想マシン上の対
応する操作を行うように構成されている。
【０１１８】
　任意選択的に、出力デバイス620は、操作が操作対象仮想マシンを削除する操作である
場合、仮想マシン名管理装置に対して仮想マシン名削除指示を送信するようにさらに構成
され、仮想マシン名削除指示は削除対象仮想マシンのエイリアスを有するため、仮想マシ
ン名管理装置は、削除対象仮想マシンのエイリアスに従って、削除対象仮想マシンの全て
のエイリアスおよび正式名を削除する。
【０１１９】
　図15を参照すると、本発明の実施形態によって提供されるネットワーク機能仮想化NFV
システムの実施形態は、仮想マシン名管理装置50と、仮想マシン管理デバイス60と、仮想
マシン作成デバイス70とを含み、仮想マシン名管理装置50には、各仮想マシン管理デバイ
ス60および仮想マシン作成デバイス70に対応する仮想マシン命名規則が設定され、
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　仮想マシン名管理装置50は、仮想マシン管理デバイスから送信された仮想マシン名要求
メッセージを受信し、仮想マシン名要求メッセージおよび各命名規則に従って、仮想マシ
ン作成デバイスに対応する正式名と、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスと
を生成し、各仮想マシン管理デバイスに対応するエイリアスを各仮想マシン管理デバイス
に送信し、また、仮想マシン名要求メッセージを送信する仮想マシン管理デバイスに正式
名を送信するように構成され、仮想マシン作成デバイスは仮想マシン作成デバイスから送
信された仮想マシン作成指示を受信すると、正式名を用いて仮想マシンを作成し、作成し
た仮想マシンに正式名を設定し、エイリアスを用いてエイリアスに対応する各仮想マシン
管理デバイス上に表示するため、各仮想マシン管理デバイスは、作成した仮想マシンをエ
イリアスに従って制御し、
　仮想マシン管理デバイス60は、仮想マシン名管理装置から送信される仮想マシン管理デ
バイスの正式名とエイリアスとを受信し、仮想マシン作成デバイスに仮想マシン作成指示
を送信するように構成され、仮想マシン作成指示は正式名を有するため、仮想マシン作成
デバイスは仮想マシンを作成し、作成した仮想マシンに正式名を設定し、仮想マシン管理
デバイスのエイリアスを表示する。
【０１２０】
　本発明の実施形態によって提供されるNFVシステムは、ネットワーク機能仮想化NFVシス
テムの各仮想マシン管理デバイス内の同一の仮想マシンに対して異なる名称を表示するこ
とができるため、各仮想マシン管理デバイスの保守担当者の要件を満たす。
【０１２１】
　当業者であれば、実施形態における方法のステップの全てまたは一部が、関連するハー
ドウェア（プロセッサなど）を指示するプログラムによって実施され得ることを理解する
ことができる。プログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に格納されてもよい。記憶媒体
は、ROM、RAM、磁気ディスク、または光ディスクを含んでもよい。
【０１２２】
　以上、本発明の実施形態によって提供される仮想マシン名を表示するための方法、装置
、およびシステムについて詳細に説明した。本明細書では、特定の例を用いて本発明の原
理および実施方法を説明し、実施形態の説明は本発明の方法およびコア思想を理解するの
を助けることのみを目的とする。一方、当業者であれば、本発明の思想に従って、特定の
実施方法および適用範囲に関して修正を加えることができる。したがって、本明細書の内
容は、本発明を限定するものとして解釈されるべきではない。
【符号の説明】
【０１２３】
　　50　仮想マシン名管理装置
　　60　仮想マシン管理デバイス
　　70　仮想マシン作成デバイス
　　501　受信ユニット
　　502　生成ユニット
　　503　送信ユニット
　　504　発見ユニット
　　505　削除ユニット
　　510　入力デバイス
　　520　出力デバイス
　　530　プロセッサ
　　540　メモリ
　　550　バスシステム
　　601　送信ユニット
　　602　受信ユニット
　　603　表示ユニット
　　604　処理ユニット
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　　610　入力デバイス
　　620　出力デバイス
　　630　プロセッサ
　　640　メモリ
　　650　バスシステム

【図１】 【図２】
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